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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞
· 申し送りノートに記載したら自分の名前を記入しましょう。
· 浴室の使い方について…衣類がごちゃごちゃにおいてあったり、同じ人の衣類が何枚か

　　置きっぱなしになっていたりと汚いです。中途半端な衣類は

その日の入浴の後にきちんとかたずけるようにしましょう。
· フローシートの排泄の記載もれが目立っています。深夜の方はきちんと排泄の確認をして用紙に記載するのを忘れないようにして下さい。
· 軟膏処置で使用したアルコール綿・手袋は一般のゴミ扱いに変更しています。但し、血液・体液が付着した場合は感染性に捨てて下さい。

· カンファレンス中の勉強会で担当者が実施できなかった場合は他の日に組みなおし、実施するようにしましょう．

· 課内研修最終日なのでまだでていない人はかならずでるようにしましょう．

· 来週から病棟理解度チェックをします．
＜患者様連絡事項＞
· 前野　好三様～衣類を多めに持ってきていただけるように家族の方に依頼しています。

　日曜日に来るとのことです。
· 山内　公博様～ご家族が田名部Drとの面談を希望しています。Drに確認したところ、

７／２４（月）で良いそうです。
· 三浦　一男様～リハビリパンツと尿とりパットを頼みました。
＜回想法報告＞
花グループ（二階）
· 初めは静かな雰囲気でしたが、釣りや魚の話題になると、前野様や五十嵐様の発言を中心に明るい雰囲気になっています。
· 山内　公博様～開始時は「海は行かない」と表情の硬さがみられていたが、次第に話しに参加されるようになり笑顔もみられています。
· 石藤　チセ様～問いかけに対して発言されますが、内容にまとまりのなさがみられています。
星グループ（一階）
· Aユニットの患者様が趣味の会に参加しており、回想法にはBユニットの患者様のみ参加。「事前にテーマを知りたい」という要望があった為、当日朝などに今日のテーマをお知らせしていきたいと思います。
· 細越　国雄様～海水浴、釣りの話題に活発に発言されています。落ち着きのなさがみられており、セッション中は何度も席を立ってはホールを歩かれて戻ってくる事を繰り返しています。
＜心理検査報告＞
・荒屋敷　チエ様～検査得点上は問題ないレベルで非認知症と考えられます。検査中に自分の状況や性格について話し始めることがあり、「自分自身がなくなっていくよう」「我の強さに自分も参ってしまう」等と振り返っておられます。取り乱す事はありませんが、今後も同様の訴えは続く可能性も考えられますので、発言内容に巻き込まれずにお話を聴くことを心がけて接していただくことがよいのかと思います。また、プログラムも本人のペースに配慮していくことが望ましいと思います。
＜生活機能回復訓練報告＞
・高橋　康満様～レクリェーション実施時、他者の行動に対しイライラした様子あり、「何やってんだよ。早くやれよ」とどなることがあり、少し口論となることがある為、介入しています。その後、表情の硬さはあるが、ゲームが進むにつれて穏やかになっています。他者とのトラブルに注意して観察しています。
・荒屋敷　チエ様～プログラム参加は比較的できています。レクリェーションも促しにて参加しています。途中で疲労を訴え、見学することありますが参加できたことを評価しています。計算ドリルも毎日自ら行っています。継続して行っていけるよう声がけや介入が必要。
・西沢　正様～レクリェーション時に他者に早くやれよと言われ「何で怒るのよ、うるせぇ」などと、怒鳴ることあり一時口論となっています。スタッフ介入し、徐々に落ち着きを取り戻しています。最後には「どうもすいませんでした」とスタッフに謝ってくることあります。他者に間違いを指摘されたり、指示されると受け入れず怒ることがあり、トラブルに注意して観察・介入が必要。
・前野　好三様～プログラムへの参加が遅くなっています。声掛けに「トイレに行ってからだ」「トイレがまだ終わってない」など、排尿に対して不安があるようです。また、「歩けない」「できない」など、否定的・依存的な面が強くなっており、自信喪失みられます。活動性の低下、認知症状の進行防止の為、Cホールでのプログラム参加へ促していく。
・五十嵐　タイ様～プログラム参加良好で、積極的に取り組んでいます。他者が創作活動などへ参加しないことなどで、強い口調で指摘することあります。皆で作っているものが進まず不満ある様子であり、介入してゆっくり行って良いことを伝えています。
・山内　公博様～月曜日の園芸の時間に参加して頂いています。中庭では表情良く、園芸　　　　について話され気分転換されている様子でした。以前、農業をされていたこともあり、今後も体調をみながら参加して頂きたいと思います。
＜ＳＳＴ評価・検討＞
· Aユニット
患者様自ら発言される事が少なく、声の小ささも目立っていました。皆様、静かにスタッフの話を聞き、SSTの内容を理解しようと「SSTとはなんですか？」という質問もきかれおり、説明しています。
· Bユニット
ウォーミングアップ時の自己紹介では、比較的穏やかに皆様話しています。全体的に静かな様子でもあったので、歌をうたう事をウォーミングアップで取り入れていっても良いのではと思います。
· CDユニット
前回、否定的だった患者様も今回は積極的に発言されています。身体の痛みを訴え臨床がちの患者様へも声掛けし、参加して頂いています。初めて参加してみて「良かった。また次も来るから」と話されていたので継続して参加して頂ければ良いと思います。自分なりの自己紹介をする方もおり、質問をしたり答えたりと割と活発に発言がありました。
※備考（次回への課題・申し送り事項）

Aユニット…高橋様と短期目標を考えました。「他者にタイミングよく話しかける」です。本人は「あまりやりたくない」と話していますが、話しかけるとよくしゃべってくれるので声掛けのほうお願いします。
Bユニット…上村木一様が質問しても答える事ができず、話の内容を理解できていない。（自分の名前も言えない）
CDユニット…困った事を考えてくる様に話しております。困った時にスタッフに気軽に声を掛けられる練習をしてみてはどうでしょうか。
